






要約:双胎間輸血症候群(以下 TTTS)における双胎 1 児死亡の生存児の神経学的予後は極め

て不良であると報告されている。本研究では 32 週以下の未熟児出生となった両児生存双

胎の発達予後も不良であり、その病因として脳室周囲白質軟化症(以下 PVL)が重要である

と報告してきた。過去 13 年間に北里大学病院 NICU に入院した両児生存出生の双胎未熟児

51 組 102 例の周産期管理の問題点と予後についてまとめた。調査期間の初期に出生した

在胎 26 週以下の超低出生体重児の生命予後は不良であった。生存例 82 例中の PVL が確認

された 11 例で、生存例における PVL 発症頗度は 13.4%と高く、ほとんどの症例が 26 週と

27 週に偏在していた。さらにハイリスク群である TTTS は 20 組(39.2%)であったが、この

群の早期新生児死亡は 10 例 25%、また生存例 30 例の中では PVL は 9 例(30.0%)と予後に

大きな問題が認められた。臨床的な後方視的検討からは、PVL の内 9例(PVL 症例の 81.8%)

では発症時期は胎内あるいは分娩時と予想され、双胎の胎児管理あるいは分娩時期の適切

な決定が予後の改善にかかわる重要な因子と考えられた。


